
契約／Ｂ型20人 

利用者数 22人 空室なし 

当事者選手     8人 

サポートスタッフ  8人 

◆法人会員 正会員18人 

 賛助会員 団体6団体 個人47人 

◆今年度寄付金 のべ35人 856,250円 

◆寄付物品 牛乳パック 

「飛んで火に入る夏の虫」

の謎が解明されました。虫

は 光 を 背 に 飛 ぶ「 背光
はいこう

反

射」という習性があり、光の上では背が下

になるため失速し光に落下することがわ

かったそうです。これは習慣化された行動

はマイナス面もあるという教訓なのかもし

れません。私も自分の行動パターンを見直

すのも良いかなと思いました。(かわさき) 

記 後 集 編 

精神科医 土田正一郎の 
その87  不全感 

これは結構持っていていいものだと思う。あとワンピースくらいの欠けた

部分は、人間が動くエネルギーに転換されることもあるが、取り扱いを間

違えると自分への言い訳になったりするから面白い。 

 「完全感」（不全感を持たない状態をこう呼んでみた）はつまらないな

あと感じているが、そういう人には診察室ではほとんど会わない。「いい

不全感ですね」と感心するばかりである。 

各事業報告～2月15日現在 
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詠み人解説 

今月の一句詠む読む 
俳句・川柳の投稿はカフェの投稿箱、 
もしくはEメール info@npo-tomoni.com へ。 
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 新型コロナ、インフル、ノロと感染症が増えていま

す。倶知安保健所管内のコロナ発生数は小樽管内の倍

になった週も。職員の子が通う学校で全校閉鎖をして

いたところもあります。いま一度手洗いや手指消毒、

人込みではマスクを着けるなど、協力して感染対策に

取り組みましょう。 

感染症 引き続き注意を 
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詠み人解説 
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今 月 の 一 枚 

 Googleマップに掲載されている当カフェが高評価をいただいて

います。1月31日時点で最高評価が５のうち4.6でした。 

 「おにぎりのランチ、非常におしゃれで可愛いお弁当箱に入って

いてくつろげました」「すごく美味しい

です。そして値段も手ごろ。おすすめで

す」と嬉しいクチコミ投稿も多数いただ

きました。閲覧者も10万件を超え、新し

いお客様が増えています！  

 調理部インスタグラムも好評です。 

 営業日の朝に本日のカフェメニュー

ボード写真を投稿しています。スマート

フォンやパソコンで今日のランチを確認

できますのでご利用くださいね。 

 インスタグラムに登録されている方は 

フォローよろしくお願いします。 

Google高評価 インスタでも 

牛乳パック募集中 切り開かずにお持ちください 

スマートフォンのGoogle

で検索。「コミュニティ

カフェわっくわく」→ 



同友会で小林理事長が報告 

 2月6日倶知安町中小企業センターで開催された

北海道中小企業家同友会しりべし・小樽支部の山麓

地区新年例会。「我が社の事業承継」をテーマに当

法人小林理事長ら2人が報告をおこないました。後

継者不在に悩む事業者が多い中、それぞれの経営体

験を赤裸々に語り共有する例会です。26人の参加

者を前に小林理事長は「制度と格闘し障がい福祉経

営の未来を探る」と題し30分にわたり法人の概要

や制度の話、経営努力の実際、今後について語りま

した。講演のもようを要約してお伝えします。 

 

良い支援が経営を圧迫する？ 

 「私が格闘している相手、それは制度です。特に

手ごわかったのは就労移行支援。ほぼ毎年就職の実

績を出していたのですが、その実績が逆に厳しい経

営状況に。利用者が就職半年以上働き続ける人数で

今年の利用者の報酬単価が決まります。就職実績を

出し高い単価になっても、今年の利用者が少ないと

少ない収入にしかなりません。とても不安定な事業

でやむなく昨年7月に移行支援を廃止しました。就

職実績のノウハウは継続Ｂ型で活かしていきます」 

 

理事長が経営に目覚めた？ 

 「母の介護のため倶知安に通うようになり、その

ときNPOの事務の手伝いを頼まれました。理事長に

なっても最初はボランティア感覚で。その後『雇わ

れ理事長』・・・自分で自分を雇っているような意

識でした。 

 でも同友会に入会し経営者の皆さんのお話を聞く

うちに目覚めてきたんですね。10年後、20年後の

ともにを考えたときに、理事長は経営者の覚悟で

しっかりと仕事をしなくちゃと思いました。私に

とって承継は、まさに『終活』の気持ちなんです」 

 

未来を語る 

 「経営に大事なのは財力ですね。給料を払うため

に制度と格闘し、取りこぼしのないように報酬をと

ること。もうひとつは人材です。育てること。荷を

軽くしてつながなくては。そして組織のきずなで

す。私がいなくなっても持続できる法人に。 

 制度の訓練等給付費だけでなく新たな経営の可能

性を模索しています。明るい未来を照らすのはこれ

からだと思って、もう少しがんばろうと思います」 

理事長が発表した資料（一部） 

さまざまな業種の経営者を前に報告する理事長 

ニセコラーメンポテラが人気 

 「ニセコラーメン ポテラ」の袋詰め作業を請け

負っています。味噌スープにふわふわのポテトムース

が絡みつく新食感のラーメンです。 

 麺が割れないように気をつけながら、丁寧な作業を

心がけています。納品したその日の店頭で、即完売に

なるほどの大人気のラーメンです。真狩温泉内にある

お店やコンビニなどで販売しています。 

 外国人を中心とした観光客

がもどり、ニセコ地域はまた

国際色豊かなにぎやかなエリ

アになっています。 

手がけた商品が売れると利用

者の励みにもなりますね。 

 1月26日に北海道精神保健推進協会と精神障がい者地域生活支援センターしりべしが共催した

「第3回後志圏域地域移行研修会」に参加して、この地域の住居問題について考えました。 

 

深刻化する倶知安の住宅難 

 30年以上前からすでに高い家賃など問題がありましたが、近年ますます深刻になっていま

す。障がい者だけでなく高齢者や新社会人など一般の人も暮らしにくい町になっていると思いま

す。精神障がい者でみると居住先がないため長期入院せざるを得なかったり、他地域のグループ

ホームに転居したりと、状況は厳しいです。昨年の7月に国はようやく居住支援に関する検討を

始めました。今さら感はありますが、ようやく良い風が吹いたのかもしれません。 

 

住居支援をビジネスに 

 その中で今回の研修会では「住居探しに困らない 

後志を目指そう」をテーマに、不動産の立場から 

精神障がい者の地域生活を支えることに取り組んで 

いる（株）N.フィールドの谷所敦史さんによる講演 

がありました。 

 精神保健福祉士である谷所さん、この分野に勤務 

していることにまず驚き、心強い気持ちになりまし 

た。部屋探しの相談があると、その人にあった物件 

を探し、大家さんからその物件をN.フィールドが 

借り上げます。入居したい方はN.フィールドと契約する

「サブリース」という形です。トラブル対応もN.フィー

ルドがおこなうので、入居者と大家さんも安心できます。 

 この取り組みに感激し、ぜひこのあたりでも営業所を開

設してほしい！と強く思いました。（くろき理事） 

障がい者の住宅事情～地域移行研修会 

ニセコラーメン ポテラ 

北海道虻田郡真狩村緑岡174−３ 

真狩温泉内  

俱知安町保健福祉会館で開催した研修会 


